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キャッシュ創出力と 株あたりキャッシュ・インの実績

◆基礎営業キャッシュ・フローと資産リサイクルによるキャッシュ・インを合わせたキャッシュ創出力の水準が一段切り上がり、
その後も高い水準を維持
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当期利益と 株あたり利益の実績

◆キャッシュ創出力と同様に当期利益水準が切り上がり、以降 年間の当期利益平均は 兆円を超える

当期利益

株あたり利益 円

期 期 期 期 期 期 期 期 期 予想

現中期経営計画
変革と成長

1株あたり利益

期 期平均

期 期平均
(億円)



◆各セグメントでの事業良質化、全社での事業ポートフォリオ良質化に取り組んできた結果、高い成長率を実現

セグメント別当期利益の推移
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＊「その他・調整消去」の表示省略
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金属資源

エネルギー

機械・インフラ

化学品

鉄鋼製品

生活産業
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＊ 算出前提 分子は当期利益、分母は投下資本の前期末残高と当期末残高の平均

◆当期利益水準のレベルチェンジや、資産ポートフォリオ・レビューを通じた資本効率向上により、全セグメントで
が向上
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投下資本
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＊ は単年 の平均で計算しているため、当期利益を で割り戻して算出される投下資本と、チャートが示す投下資本は一致しない
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生活産業
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＊ は単年 の平均で計算しているため、当期利益を で割り戻して算出される投下資本と、チャートが示す投下資本は一致しない
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生活産業セグメントの 改善

◆現中経で 約 改善を目標に設定するも、課題案件もあり現時点で未達

期末： → 期末：

＊ 三井物産サプライチェーン・ソリューションズ ＊ 決算説明会資料「主要投資先損益」に掲載している関係会社の 期末から 期末の増減

進捗 期 期上半期

収益性
の向上

投下資本
の圧縮

成長投資

既存事業

⚫タンパク質事業や ＊ 等、早期に収益貢献を
開始する案件への投資実行

⚫ での追加投資
エームサービス、ビギホールディングス子会社化

⚫主要関係会社＊ の収益力向上
約 億円

⚫資産ポートフォリオレビューにより、上場株式や
固定資産の継続的なリサイクルを実行

食料 流通 ウェルネス

億円 億円 億円
合計 億円

今後の取組み

⚫バリューチェーン強化によるタンパク質
事業群の更なる収益基盤の拡充

⚫コーヒートレーディングのターンアラウンド

⚫ を通じた収益力・
資本効率の向上

⚫海外流通事業の収益拡大

⚫ における成長戦略の実行と、
同社を核としたエコシステム形成

⚫エームサービスにおける 等を
活用した抜本的な生産性向上

食料

流通

ウェル
ネス



投資と株主還元の実績

◆力強いキャッシュ創出力をベースに、バランスを意識しつつ投資と株主還元の双方を拡大

現中期経営計画
変革と成長

配当総額

自己株式取得

投資キャッシュ・アウト

資産リサイクル

兆円

期 期 累計 期 期 累計 期 期 累計



現中経におけるキャッシュ・フロー・アロケーションの実績

中期経営計画

年間累計計画
年 月公表

中期経営計画

年間累計見通し
年 月公表

増減

キャッシュ・
イン＊

基礎営業キャッシュ・フロー

資産リサイクル

キャッシュ・イン合計

キャッシュ・
アウト＊

事業維持

成長投資

自己株式取得

配当

マネジメント・
アロケーション

単位：億円

キャッシュ・イン増加

からの充当

マネジメント・アロケーション
の増減内訳・配分

投    資

株主還元

▲

▲

中経公表時

総 額

▲配 分

＊ 定期預金の増減は除く

◆キャッシュ・インは現中経の公表時から 億円増加、バランスシートからマネジメント・アロケーションへの

億円充当も含め、投資と株主還元を拡充



円

株あたり配当の実績

◆配当は年平均成長率 で成長、継続的な自己株式取得及び消却により 株あたりの還元を拡大し、
その効果が経年で積み上がり

期 期 期 期 期 期 期 期 期 予想

現中期経営計画
変革と成長

1株あたり
年間配当

内、自己株式消却効果

株あたり年間配当
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⚫ キャッシュ創出力と 株あたりキャッシュ・インの実績
⚫ 当期利益と 株あたり利益の実績
⚫ 事業ポートフォリオの良質化
⚫ 資本効率の改善 、 、 、

適切な資本構成
⚫ 投資と株主還元の実績

⚫ 現中経におけるキャッシュ・フロー・アロケーションの実績

⚫ 株あたり配当の実績株主還元の強化

⚫ トラックレコードの積上げ

⚫ 地政学的リスクや金融情勢を踏まえた統合的なリスク管理を徹底

⚫ サステナビリティ関連目標の設定と開示拡充

⚫ ガバナンス体制・執行体制の継続的強化や上場株式の削減
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